
旅先でスポーツを観る・する機会を提供しよう! 

 

 

 
 

               １)チェックインの際や部屋置き資料での情報提供 

                           ○周辺スポーツイベント､近隣スポーツ施設の情報＇提携割引 

 ホテル･旅館            ○クーポン（ランニング･サイクリング･ウォーキングの各マップ 

                   ２)フロントやコンシェルジュによるサービス 

                     ○レンタルシューズ・ウェア・自転車の貸出 

                     ○着地型スポーツアクティビティ商品の販売 

                        ○旅行者ニーズに応じたコーチ・トレーナー・ガイドの派遣取り次ぎ 等  

                                スポーツアクティビティの情報・サービスを提供 

                                ※図書館にも案内所機能を付加。コンビニでは  

 案内所   図書館  コンビニ              スポーツ観戦・参加チケットの販売と連動も  

  

理念：①どこでもスポーツに勤しめる生涯スポーツ環境の整備 

    ②ロングステイに対応できる観光地の形成 

    ③既存スポーツ施設･公園･道の有効活用､地域活性化  

提供 

提供 

旅 

行 

者 

宿 

泊 

客 

外国からの旅行者は､旅先でもジョギング､テニス､筋トレなどを普通に求める。我が
国でも生涯スポーツを提唱する以上､旅先で日課のスポーツや､そこの自然環境を生
かしたスポーツができる条件整備が宿泊先を中心に観光地全体に求められる！ 
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サイクリングツーリズムの推進（平成23年度）                                      

• (財)日本サイクリング協会「平成23年度自転車乗
用に関する調査研究事業」＇競輪補助事業（におい
て、昨年度に引き続き「観光資源の魅力化におけ
るサイクリング活用」がテーマに。 

• 本年度は「サイクリングマップ」に焦点を当てて、観
光客目線に立った調査研究を実施するということ
で観光庁として全面協力＇調査研究委員会へのス
ポーツ観光推進室長の参画､ 各運輸局を通じたサ
イクリングマップの大々的収集（ 

• 現在、１８０のサイクリングマップとその発行者から
のアンケートをＷＧ＇スポーツ観光推進室長もメン
バー)（において詳細に分析中。 

• 本年度中に報告書を取りまとめ、使い勝手が良く、
観光振興にも資するサイクリングマップ作成のポイ
ント、サイクリングロード・レンタサイクルサイクルイ
ベントの望ましいあり方が示される予定。 
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まちに大会を誘致しよう！山に合宿を誘致しよう！ 

  

 
 

             

  → 先進自治体事例の把握と観光庁webサイトでの発信 

  → 文科省事業「国際スポーツキャンプの招致・開催支援」の活用・連携協力 

  → 合宿ニーズマッチングシステムの構築 

JSTA・観光庁がマッチング 

合宿を受入れ
たい市町村 

合宿したい国内外の 

チーム･学生団体 

招致しやすい大会 
（東アジア大会、アジア
大会、各冬季大会等） 

招致しやすい競技種目 
（フットボール系以外の球技、
武道･格闘技､ニュースポーツ） 

+ 

そのまちがオンリーワンとなれるような 

競技種目をまちづくりに取り入れ、 

○○スポーツのメッカ＇○○甲子園（に 

※住民へ根付かせるための教育活動も 

地域のもつハード力 

＆ソフト力(住民力) 

◎すべての自治体における国際競技大会招致・開催へのチャレンジ 

× 

☆国体・インター
ハイその他学生
大会、社会人大会
を持続的に盛り上
げるためにも、
ツーリズムとの融
合が不可欠 

◎すべての自治体における合宿誘致へのチャレンジ 

国際大会は招致合戦となるオリンピックなどメガイベントだけではない｡日本では人
気の競技だが招致を争わなくていいもの、逆に日本では人気が薄いが世界からは人
が呼べるもの､４０億近い人口を有するアジア限定もの､合宿､素人大会に要着目！ 
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スポーツ・観光&まちづくりで広く巻き込もう! 

  

 

◎情報発信によるまちづくりの後押し 

  観光庁による、   

  ・スポーツを取り入れたまちづくり計画の策定事例 

  ・スポーツコミッションなど連携組織の設立事例 

  ・観光資源としてのスポーツ大会・合宿活用事例 

 などの「観光庁webサイト」や各種媒体による発信 
 

◎相談・コンサル体制の構築   

  観光庁と全国10の地方運輸局に｢スポーツツーリズム相談窓口｣開設 

  スポーツコミッションなど連携組織、役所内の連携体制づくりも支援 
 

◎対外窓口となるオールジャパンの連携組織づくり 

  ・「日本スポーツツーリズム推進連携組織」(ＪＳＴＡ：ジャスタ)創設に向け、 

   勉強会を立ち上げ＇１０／２６にプレ会議開催（→２４年４月創設を目途 

  ・スキー、ロングトレイルに続き、モータースポーツ､ゴルフ､市民マラソン 

   などの個別ジャンルの連携組織づくりも促進 

  ・スポーツ＋観光といった行政組織のあり方も国と地方で検討 

スポーツ施設整備や道路整備、大会誘致・運営は､スポーツ団体・行政だけでなく、
観光団体、旅行会社、メディア、商工業団体など幅広い関係者を巻き込み、まちづ
くりにしっかり位置づけて総合的に取り組もう！ 成功事例を堂々と真似よう！ 
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（参考）さいたまスポーツコミッションの設置目的と役割 

スポーツ大会誘致のプロモーター 

中央競技団体とのパイプ役 

市・県スポーツ競技団体との連携体制 

会場確保、関係機関との折衝・事 

務手続き代行 

スポーツ大会の受入コーディネーター 

ボランティア組織のマネジメント 

大会関連需要と市内事業者とのマッ 

チングサービス 

大会参加者・関係者・観戦者のプレ・ 
アフター観光プロモート 
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（参考）さいたまスポーツコミッションの機能 



スポーツツーリズム推進連携組織（JSTA)のイメージ 

地域＇スポーツツーリズムに熱心な地方公共団体など（ 

スポーツツーリズム推進連携組織＇JSTA) 

国＇スポーツツーリズムに関連する省庁など（ 

スポーツ関連企業 

スポーツ団体 観光団体 

旅行関係企業 

その他企業 

連携 

その他企業 

マッチング 支援 コンサルタント 

◇スポーツ観光まちづくりとコンテンツ開発 
 ・やる気のある地方公共団体の取りまとめと中央との橋渡し 

 ・地方公共団体向け先行事例の情報収集・発信・教育 

 ・まちづくりと連動したスポーツのメッカづくりの支援 

 ・プロリーグチーム保有都市との連携やアイデア提供 

◇国際競技大会、スポーツ大会・合宿の積極的な招致開催 
 ・オリンピックなどの国際競技大会の招致開催支援 

   ・地域とスポーツ団体とスポンサーの３者のマッチングによる招致開催支援 

    ・アウトドアスポーツの世界大会開催と国際競技団体づくり 
    ・イベントのモニタリングと経済効果の測定と集約 

◇旅行商品化と情報発信の推進 
・CSTAやNASCなど他国のスポーツツーリズム推進連携組織との交流に     
 よる海外先進事例の収集と情報提供。 

・地域と旅行会社とスポーツ団体のマッチングによる旅行商品化支援 

◇スポーツツーリズム人材の育成・活用 
・人材ネットワークの確立と人材養成プログラムによる研修等の実施 

・スポーツツーリズムの人材認定・表彰制度の構築 

・スポーツツーリズムの一般者への普及・啓蒙 

H23.10.26 

勉強会 

プレ会議開催 

H23.11月～ 

 H24.3月 

勉強会開催 

 

機能 

運営方法等  

    を検討 

 H24.4月JSTA設立 

       を当面目標 

○スポーツとツーリズムの融合でインバウンド・国内観光の振興による国内活性化 
○更なる融合による交流人口の拡大、新たなビジネス・産業構造の創出 

スポーツ基本法 
とも協調 

観光立国実現に向け 
産学官が連携し 
オールジャパンで 
スポーツツーリズム 
を推進 
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スポーツ観光地づくり 

『地方の活力なくして国の活力なし』 

人口減尐社会の到来 地域格差の拡大懸念 

地域を取り巻く厳しい環境 

「訪れてよし」＝スポーツ観光の振興 

交流人口の拡大 

域内消費額の拡大 
所得・雇用・税収の確保 

＜国の光を観る＞ 

「住んでよし」＝スポーツに親しめるまちづくり 

地域コミュニティの活性化 

地域資源の保全・再生・価値向上 
地域の自信・誇りの再生 

＜国の光を観せる＞ 

＜社会的側面＞ ＜経済的側面＞ 

スポーツを核とした観光地づくりのサイクル 
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スポーツ観光地づくりにおける５つの要素 

スポーツ観光地づくりにおける５つの要素 
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地域固有のスポーツ観光 
資源の再発見 

地域のスポーツ観光人材づくり 
（人材育成・組織化） 

ハード事業 
（施設整備等） 

ソフト事業 
（施設や地域資源の効果的活用策） 

ＰＲ事業 
（情報の発信） 

ステップ１ 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ４ 

ステップ５ 

 地元アスリート､スポーツ用品産業 

 景観・自然（山、川、海）を生かし
たアウトドアスポーツアクティビティ 

 廃校施設も含めたスポーツ環境 

 大学・自治体などによる人材育成 

 行政・スポーツ団体・観光業者に
よるスポーツコミッションの組織化 

 元アスリートが活躍できる仕組作り 

 スタジアムの魅力化 

 自転車道の整備 

 案内表示の改善 

 スポーツイベントの開催､合宿誘致 

 スポーツ体験メニューの開発提供 

 「○○スポーツのメッカ」など地域
ブランドの確立 

 ホームページ・パンフレット 

 マスコミ・旅行会社などへのＰＲ 

地域固有のスポーツ観光 
資源の再発見 

 

地域のスポーツ観光人材づくり 
（人材育成・組織化） 

ソフト事業 
（施設や地域資源の効果的活用策） 

ハード整備 
（施設整備等） 

ＰＲ事業（情報の発信） 

散見される地域の取組 



【参考】広域的な連携による滞在型観光の取組例 

 

 
 

 

（従  来） （滞在型観光の参考事例）※スポーツに限らず 

 

 
競技大会に参加する大会関係者・選手・
家族を各宿泊施設内に囲い込んでしまう
ため、観光などの行動範囲が限定的。 

○大会参加の宿泊客の囲い込み 

○ばらばらなスポーツイベント 
近隣の市町村でイベント情報が共有されて
いないため、ある市のイベントに参加した観
光客は同時期に開催されている他の町のイ
ベントの存在に気づかずに帰ってしまう。 
 

 

 
○圏域内転泊２泊目半額プラン（会津・米沢地域観光圏） 

・圏域内の７市町、９温泉地の対象宿泊施設でそれぞれ１泊づつ２
泊すると、２泊目が半額になる宿泊プランを企画・販売。 

・圏域内での転泊を促進することにより、観光客の滞在時間の延長、
周遊を図る。 

 

○共通コンセプトに基づいた圏域内イベントの連携（雪国観光圏） 

・圏域内全17カ所で開かれる雪まつりが連携し、3県7市町村、延べ26日間にわ
たって当観光圏のコンセプトである「雪国の自然と文化」を発信。 

・併せて、スノースポーツなどのイベントマップやエリア内共通で使えるクー
ポンブックを 発行することで、観光客の周遊・滞在を促進。 

 

 

 

 
○アクセス交通の不便 ○市町村域を超えた産業観光シャトルバスの試験運行 

 （富山湾・黒部峡谷・越中にいかわ観光圏） 

・滞在促進地区の「魚津駅前地区」「宇奈月温泉地区」とＹＫ
Ｋセンターパークなどの圏域内の産業観光施設等をつなぐシャ
トルバスを運行し、観光客の周遊を促進。 

 

魅力あるイベントやご当地グルメなどの資
源があるにも関わらず、これを結ぶ交通手
段が整備されていないため、選手や参加
者が周辺地域に誘導されない。 

 

 
 

 

○観光客のニーズに合わせた圏域マップの作成（にし阿波観光圏） 

・うだつの町並み（脇町）や祖谷渓（三好市）等の観光客が必ず巡る
スポットを網羅した圏域マップをテーマ毎（基本、アウトドア体験、
地元オススメ情報）に作成。 

・２２年度は４カ国語で作成し、外国人観光客の誘致を図る予定。 

○市町村ごとの観光マップ 

市町村毎に観光マップが作成されているた
め、隣接した市町村（他県を含む）の情報を
得ることができず、観光客のニーズと乖離。 

広 

域 

的 

な 

連 

携 
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その他、スポーツ観光地づくりのポイント 

１０のポイント 

 ①首長のやる気&明確なビジョン＇住民の支持も（ 

 ②役所横断的な組織体制＇警察も（ 

 ③スポーツ種目･イベント規模などのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略 

 ④施設管理の柔軟化、公園・景観規制の緩和 

 ⑤地域ぐるみでのプロチーム育成へのチャレンジ 

 ⑥留学生など外国人目線の受入体制整備 

 ⑦広域的な宿泊・滞在・体験・循環の仕掛けづくり 

 ⑧ご当地食や温泉､ﾊﾟﾜｽﾎﾟなどとの着地型商品づくり 

 ⑨観光案内所や宿泊先でのイベントや施設情報の提供 

 ⑩幼尐期からのスポーツ体験、観光まちづくり教育 
-42- 
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今こそスポーツと旅の教育機会の充実を 

スポーツツーリズム基本方針＇抜粋（ 

⑤ 幼尐期からの多様なスポーツと旅の機会の充実 
 

  幼尐期からの多様なスポーツや旅の経験は発達上有意義であるが、将来のスポーツツー
リズム人材の裾野を拡げるためにも極めて重要である。このため、Ｊリーグ百年構想にもある
ような「広場やスポーツ施設の拡充」「やりたいスポーツを学べるスポーツクラブの普及」「ス
ポーツの世代間交流の拡大」などの環境整備が望まれる。さらに、その地域ならではのス
ポーツ＇例えば、雪国ならスキーなど（の経験はできるだけ子どもたちが共有できるようにし、
スポーツのメッカを唱えるまちでは、例えば、「ホッケーのまち」の福井県越前町や埼玉県飯
能市ならホッケーに老若男女を問わず勤しむ光景が見られたり、市民マラソンの開催地なら
児童生徒が応援を含め全員参加したり、といった環境づくりが望まれる。加えて、居住地域周
辺ではできないスポーツを旅に伴い異なる文化・自然環境の下で経験し交流することによっ
て、スポーツと旅行に前向きなマインドを持つ若者を育成することも可能となる。 

＇参考（小学校学習指導要領 
 

「体   育」  自然とのかかわりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動など
の指導については，地域や学校の実態に応じて積極的に行うことに留意すること。  

「特別活動」＇遠足・集団宿泊的行事（ 自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活
環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，人間関係などの集団生活の
在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと。
＇略（実施に当たっては，＇略（自然体験や社会体験などの体験活動を充実する＇略（ 



※「スポーツツーリズム相談窓口」は、観光庁スポーツ観光推進室が提供する 
ワンストップサービスです。 

情報提供や相談の内容に応じて、 
・先進事例によるアドバイス 
・スポーツツーリズム振興に資する関連支援メニューの紹介 
 （国土交通省・観光庁ほか、文部科学省、総務省、経産省、厚労省など） 
・日本政府観光局（ＪＮＴＯ）、関係団体（スポーツ団体等）や 
  関係府省庁への橋渡し 
などが受けられるほか、状況に応じて適切なフォローを行います。 

国への情報提供も歓迎。何でもお気軽に 
ご相談ください！ 

☆後援名義、長官賞・長官行事出席・挨拶など前向きに対応！ 

☆観光庁サイトへの情報掲載（リンク）も随時！ 

スポーツを核とした観光振興によるインバウンド拡大、地域
活性化を目指す団体、地方公共団体の皆様・・・ 

こ
ん
な
と
き
は
・
・
・ 

国によるサポートは
何かないか？ 

スポーツと観光を結
びつけたいが、どう
したものか？ 

他の団体ではどんな      
ことをしているのか？ 

観光庁では、庁内横断的メンバーで 
スポーツツーリズム振興に取り組んでいます。 
情報提供・ご相談・お問い合わせについては、 
スポーツ観光推進室メンバーまでご連絡ください。 
 
                    Tel：03-5253-8111（代表） 

＜観光庁＞ 

スポーツ観光推進政策官 進藤   昭洋 （内線２７－８０３） 
スポーツ観光推進政策官 大野     晋 （内線２７－１１５） 
スポーツ観光推進政策官  山本   圭太 （内線２７－８２１） 
スポーツ観光推進政策官  小林   弘典 （内線２７－７０８） 
スポーツ観光推進政策官 秋本  幸佑 （内線２７－５１４） 

スポーツツーリズム相談窓口 
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東北運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel  022-380-1001 

関東運輸局企画観光部 

国際観光課 

Tel 045-211-7273 
中部運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel 052-952-8009 

北陸信越運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel 025-244-6118 

近畿運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel 06-6949-6411 中国運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel 082-228-8701 

九州運輸局企画観光部 

井上・松永 

Tel 092-472-2335・2920 

四国運輸局企画観光部 

観光地域振興課 

Tel 087-835-6357 

沖縄総合事務局 
運輸部企画室 

Tel 098-866-1812 

青森、岩手、宮城、 

秋田、山形、福島 

茨城、栃木、群馬、千葉、 

埼玉、東京、神奈川、山梨 

福井、岐阜、静岡、 

愛知、三重 

徳島、香川、愛媛、高知 

滋賀、京都、大阪、 

兵庫、奈良、和歌山 
鳥取、島根、岡山、 

広島、山口 

新潟、富山、石川、長野 

福岡、佐賀、長崎、熊本、 

大分、宮崎、鹿児島 

観光庁スポーツ観光推進室 
Tel  03-5253-8111 

沖縄 

北海道 

＜地方運輸局等＞ 

北海道運輸局 
北海道スポーツ観光ＰＴ 

Tel  011-290-2722 

スポーツツーリズム相談窓口 
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 成美大学及び北近畿のみなさん 
 

  ご清聴ありがとうございました！ 
 

観光地創りは一人ひとりが担い手です。 
 

スポーツツーリズムを起爆剤とすべく 
 

 一緒に頑張りましょう！！ 
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